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大 山 政 雄
国際社会におけ る日本経済の立場さらに日本の企業が置かれている環鏡を強
く認識 し,本 書はそれに対応すべき企業経営はいかにあるべ きかとい う問題解
決に広い範囲がらの探究を試みている。情報化社会における情報の高度利用は
個人をは じめ企業 ・社会 ・国家なども当然考えていることであ り,企 業経営に
おいても情報の 高度利用による経営管理を強 く志向している。r現 代の経営者
たちの関心が,近 年ManagementInformationSystemsに向け られるのはむ
しろ当然』 と強調 しているo著 者はは しが きにおいて企業経営には…管理情報
システム(MIS)に よる体系化が必要不可分であ り,そ の研究開発が重要であ
り,そ の 『組織化 とシステム化の適応プロゼス』を研究の課題 とすることを強
調 している。そのためには第1部 において基礎的考察と第II部 では発展的考
察に分け理論を展開 してい るo
序章ではビッグビジネスにおける経営老の役割は企業経営における意思決定
であるとし,特 に不確実性のなかか ら企業行動における意思決定を しなけれぽ
ならない。決定に関しいくつかの要素のなかか ら最適のものを選択 し決定 して
い くプロセスを とるので極めて重要な問題が内存す ることになる。経営意思決
定は組織行動につながるものであるか ら意思決定に関する多面的研究が必要で
あるのでこの序章においては各章における内容を極めて簡単に述べている。た
だ筆老 も特に感ずることは第7章 マネジメントと情報 システムと第8章 経営意
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思決定の過程の2章 が中心 となる内容であ り,こ れを完全理解 とい うか,あ る
いはこれに関連す る理論構造についての解明にその他各章で詳細に論述 してい
ると理解 した方が妥当であろう。
次に逐次各章の内容についてふれてみたい。第1章 は企業体制の発展 と事務
管理機能の重要性について論述 しているo
企業の発展は企業形態に変化をもた らす こと当然である。近代化から現代化
は 『資本 と経営の分離』 とい う結果をもた らしたぽか りでな く,当 然その内容
的にはマネジメン トの変化とい うことになる。新 しい企業体制に新 しいマネジ
メント手法が導入され ることは当然であるが,し か らぽどの ようなマネジメン
トの手法かとい うことが次に問題になる。
経営体の活動を経営組織 と事務組織の2面 か らとらえる必要を強調 し,経 営
階層の一般的3階 層区分から企業 目的達成のために与え られた管理活動を遂行
す る各階層のマネジメントの責任,そ れを遂行実施するために管理の合理化が
必要になってくる。
更に企業環境の変化,組 織の庵大化は管理体制の強化をももた らした。 した
が ってそれに対応できる,効 率の良い経営管理の方法には情報による管理が必
要であると同時に情報処理を実施する事務管理が重要で経営管理の援助的手段
としてこれが発展 した。いわゆ る事務管理の歴史的発展 と 『管理』に関する概
念の検討を強調 している。
第2章 においてr事 務管理』の 目的を経営管理を合理的に促進するものとし,
それに活用される情報の正確性を強調 し,更 に 『情報』は事務管理 との関係を
事務所における生産品とした。
今 日の ρAと の関連を予想 したのかも知れない。事務管理に関する歴史的
考察か らその重要性あ るいは必要性,あ るいは結論をの手引を発見せんとする
著者の意向が明確に伺れ,こ の部分に関する詳細な研究が行れている。その見
解は(1)事 務所的アブ戸一チ(2)作 業的アプローチ(3)手 続的アプローチ(4)
システム的アプローチであるとし,こ れ らの検討か ら 『管理』事務機能を促進
職能としてとらえ,更 にシステム的思考によって管理情報 システムを探求す る
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あ しがか りを把握 す ることがで きると し論 じてい る。
第3章 に おいてはオ ー トメー シ ョンとサイバ ネテ ィックスにつ いて の概 念や
意義 を論 じている。内容的 には現代産業 で活用 され てい るオ ー トメ ー シ ョ ン
(Automation)の 歴 史的 な考察や オ ー トメーシ ョン の発達 におけ る産業 に及 し
た大 きな変化…P,F.ド ラッカーの第2次 産 業革命に相 当す る と称 した程 の変
化 であ り絶大 な産業へ の影 響 であ った とい って過 言ではな い。 この点 を明確iに
す るためには産業 に特 に製造 ・工 業に おけ るオ ー トメ化 の問題 とビジネスにお
け るオ ー トメ化 の問題が あ り,本 書 との関 連は特に後者 におけ るビジネス ・オ
ー トメー シ ョンに関連 す る問題 であるが,こ れ の解 明には オー トメーシ ョンの
一般原理 か ら説 明す ることが理解 しやすい としてい る。 コンピュータの発達 に
伴な う内容的理解 も,し ぼ しぼ一般 的原理で説 明されてい る。今 日の オー トメ
ーシ ョンの発展は コン ピュー タの発 達に 負 うものであ るとい うこともあ り,基
本的原理 の解 明 も必 要 とされて い る。
さて本 書に おい てオ ー トメー シ ョンの原理 をN.ウ イナ ー(N.Wiener)教
授のCybernet三csgrControlandcommunicationin,theanimalandthe
machine(1949)に 述 べ ているサイバ ネテ ィ ックスの理論 に よる フィー ドバ ッ
ク ・コン トロール の原理 に よって説明づけ ている。 したが って まずN.ウ ィナ
ー教授 の主張 す るサイバ ネティ ックスの理 論を通信 と制御 とに結 び付 け更 に フ
ィー ドバ ックの理論 と関連づけ オ ー トメーシ ョン理 論 とも結びつ けてい る。 こ
の理論展 開は近代企業が オ ー トメー シ ョンを企業組織 のなかに,あ るいは経営
管 理 のなか に どの ように浸透 してい ったのかの プロセスを知 るのに役立つ もの
と思われ る。読 者のた めには企 業組織 と経 営組織,あ るいは経営管理 と コンピ
ュータシステ ムな どの関連 を説明 し,次 に コン ぜユータの機 能的 な部 分の解 明
と してサイバ ネテ ィックスの説 明があれぽ より良い理解 とな るであろ うと思 う
が,著 者が 次章で オー トメーシ ョン思 考が経 営組織 に・どの よ うな影響 を与 えて
い るか を念頭 にお きこの部 分で解説 を試 みた ものと思わ れる。
第4章 は経 営組織 の近 代化 と ビジネス ・オー トメー シ ョンにつ いて述べ てい
る。
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まず経営組織を
偉 思決定活動経酬 灘 解業慧
となし区分 している。 ・ 、
この経営組織を近代化する方式はなにか とい う命題になる。それは経営組織
を明確に し,更 にその結果に対する近代化の方式を考えるとい う論理構造なの
でまず第1に 組織についてふれている。それは 日本語のr組 織』 というと制度ノ
とか仕組 ・構造 とかに解 され るが,著 者は英 語のOrganizationとSystemの
両方 を取 りあげ る必要があ る とし,こ の両者は表裏 一体 であ る と解 し理論 を進
めて い る。 日本語 の場 合では組織 と制度 と解 すべ きであ ろ う。 したが ってこ
の両 者へ の近 代化がそ の方法 とい うことに な る。結 局→ 作業活動の近代化→ オ
ー トメーシ ョン化 か ら管理活動 のオ ー.トメーシ ョン化 とい う方式 にな ると し,
"つ ま り,生 産 の オー トメーシ ョン化は必然的 に事 務の オー トメーシ ョン化を
もた らす の である。"と 著者 はい っている。事務に関す る聞題 と して,経 営管理
の合理化 には,意 思決定,管 理,統 制に関す る総合 化 と結合 的技 術が必要 とさ
れ,更 にそ のためには,情 報処理 の 自動化 を中 心 と した ビジネス ・オー トメー
シ ョンが必要 であ ると して いる。
結局,企 業経営 において生産部 門を担 当す る製造 部門あ るいは 他の表 現で工
場 の製造 過程 において オー トメーシ ョン方式が導 入実施 され ると当然の結果 と
してその管理部 門であ る事 務でもオ ー トメ化が必 要にな る。更 に管理 部門 で実
施す る事柄 は意思決定 や統制事項,あ るいは管理活 動に おい て情報 が必要にな
って くる。 あ るいは情 報が無けれ ぽ合理 的な活動は不 可能で あるので"こ の情
報作成(処 理)"を 生産 部門の オー トメ化 と総合的 に実施 しなければな らな く
な る。 この意味で情報 処理 の オー トメ化 が必要にな って くる。情報処理 のオ ー
トメ化は コ ンピュータ ・シス テムに依存 しなけれぽ な らない。更 に発展 させる
と経営管理 の必要情報 を中心 と した ビジ ネス ・オニ トメーシ ョンの出現 とい う
ことにな る として いる。
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第5章 は システ ムに概念 と情報理 論を 中心 に述 べてい る。即 ちrシ ステ ムの
一般理 論』を考 察 し,更 に情報理論 とどの点 で結 びつ ぎが得 られ るか の考察で
あ る。 したが って まずrシ ステム』 の概 念を 明白にす る試み がな されてい る。
まずrシ ス テム』 とは どい う内容か とい うことであ る。 この間は前章で も若干
ふれて いるのであ るが 日本語 の場合 の,組 織,制 度,体 系,仕 組,体 制,系 統
な どが あげ られ るが,い ろいろの意味が あ り,か つそ の場 に よって意味が種 々
に解 され るので,シ ステムをそ の ままに用 い ることを著者 は主張 してい る。
そ の 『システ ム概 念』 をS・Lオ プ トナー㊧説 あるいはA・M・ マ ク ドノ
ウな どの諸 説をあげ なが ら著者の システ ム概念の定 義づけ を してい る。 それは
『シス テ ムとは,特 定 の 目的を達成す るために,複 数 の要 素が,一 定の ノ洞 に
む けて,一 一定 の メカニズムで活動 してい る状態の ことであ る』 とな し,更 に別
の言葉 で 『特定 の 目的は,ア ウ トプッ ト(output)に,複 数 の要素 は,イ ンプ1
ッ ト(input)に,一 定 の方 向にむ けた活動 は,プ ロセ ス(Process)に,一 定 の
メヵニズムは,コ ン トロール(contro1)で あ るとな し,プ ロセスには一定 の メ
ソ_ド(method)と プ ロシデ ュァ(Procedure)が 含 まれ,フ ィー ドバ ック ・コ
ン トロールが作用 してい ると説明 してい る。非常に理解 し易 い定義づけ であ り,
解 説 である。 従来;シ ステ ム概念 につ いてそ の立場 で説 明が行われ ていたので
総合的見解 でなか った。更 に システムの一般理論を展 開 し人間の システ ムに追
求の歴 史をオー トマ トン(automaton),自 動機械製作 の歴 史で もあ る とな し,
この機械 の進化の発展的段階 を一般 システ ム理論 の発展 の段階 に置 き換 え,経
営体 を論ず る試 み と した。
次に情報理論 との結び付 きはサ イバ ネテ ィ ックスの持つ フィー ドバ ヅク ・コ
ン トロールに情報 が取 りあげ られ 情報理論 がその側面 であ るとした。 これが情
報理 論 との結 びつ きであ る としてい る。
第6章 に おいては コンピュータ と経 営管理 に関す る内容で コ ンピ ュータの史
的考 察 も述べ てい る。 更に コンピュータの適用 業務の高度化か ら新 しい管理技
法の 開発 に発展 し,種 々の マネジ メ ン ト・サイエ ンス(managementsdence)
を取 り入れ,最 終 的にはMIS(managelnentinformationsystem)の確立に発
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展 した と してい る。
第7章 は マネジ メン トと情報 システムに関す る記述 で本 書の中心 にな る もの
と思われ る。
まず マ ネジメ ン トの対 象であ る近代 的経 営組織 につ いて考察す る必要 がある
と し,組 織論 については(1)伝 統 的組織論(2)官 僚制学派(3)人 間関係論
(4)職 能組織学 派(5)意 思決定学 派(6)シ ステ ム概 念に よる近代組織 論な ど
に分類 し考 察を し,組 織を システム概 念に よってみ る傾向を把握 し,統 合的,
体系的 に と らえん としてい る。更 に人 間の思考過程 や認識過程 を明 らか に した
理 論を も加 えた組織 論であ る。
次に情報 シス テムに関す る理解 であるが,
第1にN.ウ イナーの概 念をあげ 『企業経営 において,情 報 は経 営者の意思
決定を補助す るもの として必要 である。 情報 システ ム開発 の 目的は,こ の意思
決 定のた めの情 報を,組 織的かつ動的 に把握 しよ うとす るところにある』 とし
てい るが,最 終的 には情報 とは,情 報 と現実行動 との関係で,は じめて情報
た りえ,回 帰性 い うフィー ドバ ック ・ル ープを もった コン トロール概 念であ ら
わ され る と著 者は結論 づけてい る。 したが って第2に 当然 コン トロールの概 念
について論究す るこ とにな る。今 日のマネジ メ ン トに おけ る理論的 な問題 は コ
ン トロール であ る。 しか らば コン トロールはなにか とい うことにな る。 まず コ
ン トロール をその過程 を プランニ ング→ オペ レーテ ィング→ コン トロールの循
環過程 と してのマ ネジ メン ト・サ イ クル とみな し理解 し,更 に重要 な性質 とし
て,① コン トロール機能 が システム としての性質を もつ こと,② コン トロ」ル
が プラ ンニ ングへ の フ ィー ドバ ックに重点 をお くことと した。 結局,情 報 に ょ
る コン トロールであ ると してい る。次に マネジ メ ン ト・コ ン トロールにつ いて
論究 し,管 理過程 を計画,組 織,資 材,指 令,コ ン トロールの5っ の基本的要
素 として と らえてい る。更 に今 日のマネジ メン トの最大 の問題は統合的 マネジ
メ ン トの開発 で,そ れは簡潔 な惰報を提供す る シス テムであ り,マ ネジ メン ト
情報 の開発は マ ネジ メ ン トの各階層に管理情報 を提 供す る総合的情報 システム
で なけれ ばな らない と してい る。
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第8章 は経営意思決定の過程に関する論究である。まず意思決定には情報活
動 と意思決定に関する各種のプロセスがあるので,こ れをいくつかの分類に し
てあげている。意思決定過程にっいてH.Aサ イモンを中心にして論述され
ている。更に意思決定の過程を(1)椿 報活動(2)設 計活動(3)選 択活動の3
つの過程に分類 し,情 報活動は情報と行動の関係を コン トロールの概念をと り
入れた フィー ドバ ック ・ループとしてとらえる。設計活動はいくつか考 えられ
る行動の諸過程を発明 し,開 発 し,分 析するのが主な活動とし,選 択活動は前
記の設計活動で開発 した行動の諸過程か ら1つ の行動過程を選択することが主
な活動 とした。経営は意思決定 とい うことか ら常に経営者は意思決 定 老 で あ
り,ま た意思決定に役立つ情報を作 り出す コンピュータも重要な道具 と考えて
い る。次に意思決定のパターンについて詳細に論述 して,プ ログラム ドな決定
とノンプログラム ドな決定,あ るは伝統的な決定と現代的な決定などの分類で
あ るとしているので読者は特にこの点を注意 して著者の強調する部分を推察す
べ きである。また意思決定は当経営者である人間による意思決定である。 した
が って人間思考が意思決定には当然重要な要素にな り大きな影響力を持ってい
るとし,ま た意思決定過程にコンピュータを適用する可能性を論 じた点で極め
て重要な意味があると思われる。 次に意思決定の組織的行動に関 し,『 管理情
報システム』を,基 本的には,情 報処理過程 と意思決定過程 との結合システム
と考え,種 々論述 している。
第9章 はマネジメン ト・シ ミュレーションの発展 と展開である。'
意思決定がいかに科学的に決定されたとしても予想の問題に固有の危険性が
ある,こ れをいかに小さくするか ということで不確実性が常に内存することに
なる。 この不確実性をいかに確実性に近づけるかが重要な課題である。
シ ミュレーションは,そ の回避のテクニックであるとし,次 にビジネス ・シ
ミュレーションの持つ特性を ①数学的手法にみ られ る限界がない≧い う点で
非常に有効であるとなし ②対外的に市場競争が激 しく,合 理性が要請 される
企業にとって有効であるとしている。
コンピュータの利用に よってOR技 法は部分的に,全 社的なものは シミュ
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レーションでやる意思決定手法になると述べている。
本書において前章の意思決定過程 と本章のそれを支援する手法 としてかな り
力説した部分ではなかろうかと思 う。
第10章 は管理情報 システムへのアプローチに関する記述で,企業の経営管理
の必要性,あ るいは重要性を強調 しそれの管理をいかにすべきかを 論 じて い
る。現代企業経営において管理の重要性は当然であるが,そ の方法はどのよう
にすべきか とい うことである。
そこで経営活動を管理するための情報の把握,管 理情報システムの確立が当
然必要になって くる。経営組織のなかで事務管理機能を事務システムとしてと
らえ,更 にそれを(1)マ ネジメント(2)オ ペ レーシ ョン の2つ のシステム機
能としてとらまえることができ,マ ネジメン トについては 『管理の自動化』に
な り,デ ータ処理の高度化として現れているとし,管 理情報システムに関する
位置づけを(1)シ ステム ・プランニング(2)オ ペ レーションズ ・リサーチ(3)
データ ・プロセシングの3者 の交差 した部分が管理情報システムであるとする
N.J.リ ームの説をあげ解説し,こ れをMISと しているが,J.D.ギ ャラガ
ーがあげている第3の 条件である…経営意思決定に必要な計画および コントロ
ールのための情報の選択 および調整…が管理情報に必要なシステム で あ る'と
し,著 者は管理情報 システムを思考 している。
第11章 は意思決定のための組織の未来像である。 本章ではアメリカ経営学
と日本的企業経営に関す る考察であ り,ま ずサイモンの ピラミッド型組織図を
あげ構造的説明を加え,意 思決定の集中化と分権化を解説 している。
結局,経 営組織の未来像 として 『集中的分権化組織』であるとなし,こ れの
実施は管理情報 システムであるとしている。、次にP.F.ド ラッカーの所説を中
心として経営組織 と管理情報 システムを述べている。情報を,上 か らの統制の
道具ではな く,自 己統制の手段としてとらえている。全社的情報の把握 と,各
経営担当老への適切に して充分な配分を,い かに して効率よく行 うかとい うこ
とである。この意味で新 しい経営組織論に対する 『管理情報 システム』の有効
性を主張することができるとしている。
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第12章 は現代 ピック ・ビジネスの機能 と管理情報システムに関する論述 で
あ り,ま ず第1に 現代企業形態が巨大資本で巨大企業であることから,そ の本
質形態について解説 している。一国産業構造のなかで現代 ピック・ビジネスの
はたす役割は大 きいのでその課題は何にかを命題に している。アメリカ ・日本
の場合など異なる制度のもとで,経 営活動に関する各種の意思決定が実施され
ている。 この場合に管理情報システムを有効にする意思決定が必要であること
を結論づけているo
第13章 は第II部 の発展的考察のは じめての章で経営におけるシステ ム ズ
・アプローチの意義に関する論述である。即ち現代の企業経営は極めて複雑多
岐であ り,ま た激動する環境のなかで,経 営をとりまく不確実性要因が増大 し
つっあるので経営者はこれを回避するために,内 外の環境的諸変化を動態的に
把握するための接近法が必要になって くる。 したが って利害関係者集団の相互
調整,対 内対外か らの要素の相互作用のシステマテ ィックな把握が必要になっ
て くる。
このような近接法をシステムズ ・アプローチとし,経 営システムとの結合を
解説 している。 まず経営システムのフレームワークについてオープン ・システ
ムとしての組織,次 に社会技術的システムとしての組織,更 に合成的シ不テム
としての組織及び経営層システムなどについて図表化 し詳細に述べている。結
局,r物,金,人,設 備,注 文』 の流れ とし,更 にそれ らの相互間を情報の流
れ としてとらえ,企 業経営システムと情報システムを通 じ制御の機能が発揮す
る組織 と考えている。制御機能についてはフィードバ ック機能の動きであ り,
それ らに情報の流れが どうなるかなど経営システムとそのメカニズムについて
もふれている。
最近の企業経営における重要課題はマネジメントに対するシステムズ ・アプ
ローチであ り,こ のことに関 し重要問題であるので益々の研究が行われること
になる。また情報 システムの利用などを含めてその重要性を強調 している。
第14章 はH.A.サ イモンの組織論における情報システムの展開に関する
論述で,サ イモソの経営へのアプローチである。本章でサイモ ンの著書 ・論文
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についてかな り詳細な論述が行われ,そ の過程で組織と行動科学 との関連,あ
るいは情報システムについて探究 している。組織内の意思決定の過程,問 題解
決,人 間思考などの過程を解明する手段 として,コ ンピュータのプログラミン
グ技法を用い,ビ ジネス ・シ ミュレーションを展開し,組 織へのシステムズ ・
アプローチを試み情報 システムをとらえている。更にサイモンは,経 営組織と
情報システムとを同次元でデザインすることによって,MISの 新展開を通 じ
て一体化 されるとい う方向において,経 営組織の未来像を描いていると結論づ
けている。
第15章 は行動科学的組織論にっいてであ り特にR.M.サ イヤーとJ.G.
マーチの所論を中心 として述べている。この両者の理論は,現 代資本主義の特
質の1つ であるビッグビジネス間の寡占的行動の行動科学的分析に正面か らと
りくんだもの として取 りあげている。次に企業の行動理論の構造 として,企 業
組織をr個 人の連合体』 としてとらえ,満 足基準を設定することによって,企
業の組織 目標 として統合す るような意思決定ルールの開発をめざしている。企
業行動理論の構造の図解(図15-1)は かな り明確に諸関係を示 している。次に
組織における意思決定のプロセスについては組織の意思決定のプロセスの抽象
的形態図(図15-2)に 明確にその諸関連が表示 されているρで読者をして理解
が容易である。
最後に 『企業の行動理論』に含まれている4つ の主要課題をあげると
①企業によってなされる重要な経済決定に焦点をお く。
②企業の内部プロセスを中心 としたモデルの展開。
③企業についてのモデル経験的観察にできるかぎ り密着 させる。
④研究対象を特定企業にかぎ らず,一 般性を もった理論の展開。
とな り,こ れ らの研究課題の1つ1つ が重要な問題であることを著者は指摘 し
ている。
第16章 は情報 システムとマネジメン トについてであ り,まず企業のマネジメ
」
ン トに関す るシス テムズ ・アプ ローチについ て論 述 し,マ ネジ メ ン トに システ
ムズ ・ア プローチの方法 と して 『管理情報 システ ム』が 出現す る とい う考 え方
山田壼生著 『組織変革と情報システム』 83
であ る。次 に管 理情報 シス テム(MIS)と はなにか とい う内容的 な解 明にな る。
管 理情報 シス テムの ネ ッ トワークについて詳細 に論 述 し,更 にその諸 関係を 図
16-2に 示 して解 説 している。MISの 中心課題は 一般 には ス トラテジ ヅク ・プ
ランニ ングとマネジ メ ン ト・コン トロール とオペ レーシ ョナル ・コン トロール
の3つ の機 能への情報 処理機構 としての役割 を果す ことで あ り,そ れぞれ の要
求に応 じた 情報提供 には フ ィー ドバ ックの概念 が導入 され る とし,マ ネジ メン
ト機 能 と情報 のツ ィー ドバ ック機能 の関 連 も詳細 に記 述 してい る。前 述の3つ
の事柄 につ いて,情 報 シス テム としての組織(図16-4),計 画化 と統制 の統 合
フレームと して(図16-5),計 画化,組 織 化お よび統制 の シス テム(図16-6)
を詳 細化 し図式 化 してあ るので参照 され たい。'
情報 システ ムのなか にマ ネジ メソ ト機能を含 ませ るこ とはMIS機 能を発揮
で きる ことに なる,更 に これ らの具体的研究 が必要 であ るこ とを強 調 し て い
る。 したが ってMISの 再検 討 とい う結果 に もな るこ とを指摘 している。
第17章 は会計 シス テムと情報 処理 に関す る論述 であ り,会 計 と情報 システ
ム との結合 の試 みであ る。会計 システムは コン ピュータの発展や情報科学 の発
展 に伴な って会 計 シス テ ムが情報 システ ムに結 合 され,断 しい形態 としてr会
計情報 システ ム』が形成 された。1966年 のASOBATに よれ ばr会 計は本 質
的には1つ の情報 シス テム』 であ るとい う概 念か らもシステ ム思考を うか が う
こ とがで きる としてい る。
会計情報 システ ムの特徴 として(1)事 後 計算(報 告的会計)(2)現 在計算(管
理 的会計)(3)事 前計算(予 測的会計)と してあげ,情 報 シス テムのア プロー
チの重要性 を指摘 してい る。経営管理老 の情報要 求に応ぜ られ る情報内容は何
にか とい う時,そ れ は会計情報 とい うことにな る。 会計情報 喫ス テムの発展段
階 は機 械化 め歴 史 であ り,現 代 では コンピュータ化 に よる会計 システ ムで ある
と してい る。 会計情報 シス テム設計 の一 つの アプ ローチ として当然の ことであ
るが,複 式簿記 の諸 原則が加味 され プログラム化 され る とし,そ の軽重は シス
テ ムの内容 にかかわ るので省略 し,会 計 情報 システ ム構築 のア プ ローチの 図解
(図17-1)を み る とよ く理解 で きるので参照 されたい。 また会計 の 職能で ある
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認識,測 定,伝 達に関す る図解は(図17-2)(図17-3)(図17-4)などた明示
されているので参照されたい。
現代企業が会計憶報システムに要求すること最 もシンプルなものとして財務
諸表に関する情報処理であ り,経 営管理の立場か らは管理的会計を中心 とする
システム構築であるとしている。
更に前進 したものとしてマネジメント及び意思決定に利用できる情報 システ
ムを構築 し,そ のシステムの高度化に よって意思決定に役立つ情報の出力な ら
び に提供システムを確立す ることが望まれていることを強調してU・る。
第18章 は組織機構 と情報 システムについての論述である。
この章における論述はマネジメソト・イソフォメーシ ョン・システムに関す
る歴史的な変遷について述べているが,経 営管理に必要 とされた事務の機械化
か ら管理の機械化へ,更 に経営の機械化に発展するのであるが,結 局,そ れぞ
れにおいて情報が必要とされ,そ れ らの情報要求に応ぜ られるシステム化が当
然必要になってきたとしている。
前記の各々は勿論経営組織体であ り,経 営組織の活動は常に情報を必要とし
ている。組織構造に関する奔 達段階と概念モデルについては既に基礎的考察の
第7章 で詳細に述べているので読老はそれ らを参照されたいが,本 章において
更に詳細に論述 している。
企業組織に対す る情報システムズ ・アプローチのね らいは意思決定のための
はっきりした客観的組織を発展 させることにあるとし,特 に経営システムにお
いて,情 報は経営管理者の意思決定を補佐す るもの として必要であることも強
調す るとともに,更 に情報システム開発 目的を,意 思決定のための情報を,組
織的,か つ動的に把握 しようとすることにあるとしている。次に意思決定の過
程についてであるが既に第8章 でも論究 しているが再度説明の都合としてサイ
モ ン説をあげ組織における意思決定過程を述べている(図18-5参 照)。 またこ
の3階 層に情報システムがどのようにかかわ りあ うのかについてMISの 階層
的構造にっいて図表(図18-8)に おいて明確に している。
結局,企 業の組織構造と意思決定 と情報システムとのアプローチは,コ ミュ
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ニケーシ ョン ・プ ロセス(情 報 システ ム)と バ ラ ンス ・プロセス 〈行動 システ
ム)と 意思決定 プ ロセス(意 思決定 システム)な ど3つ の プロセ スを統合 す る
シス テムの確 立 とい うことであ る とし,,し か も コンピュー タの高度利用 に よる
全体的情報 の ネ ッ トワー クに よ り,そ れを実現す る ことで,そ れ が トータル ・
イ ソフ ォメー シ ョン ・シス テムである とした。それ の実施 ・実現に よっては じ
めてMISの 有効性 が実現 できる こどにな る。、
第19章 は組織 変革 と情報 シス テムに関す る著者 の試論 であ り,特 に記すべ き
ことは本 書の主題 であ る書名 でもある。
一般的 には組織変革 をめ ぐる理論 として構造的変数 と技 術的変数 と人間的変
数 の3つ のなか で とくに構造的 な面 と技 術的な側面 を中心 と して論ず る場合が
多 く,換 言す ると組織 計画が構造 的,技 術的変数 を と りあげ,他 方に組織開発
は人 間的変数 を と りあげ る と考えた方が一殺的 であ ると著者 は判 断 してい る。
しか し入 間的変灘 を も含めた フレーム ワー クをめざす意味 でこの著書 名 をつけ
た と称 してい る。
H.J.リ ー ヴィ ッ トの組 織変革へ のア プ ローチの方法を あげ,そ れ と同様に
情報 シス テムを考 察す る場合 に も(1)構 造的 ア ブβ一チ と して情報 処理 ・デ ー
タ処理 プ 目グ ラム,(2)技 術 的 ア プローチ と してデータ処理 プ ログ ラム,(3)人.
間的 アプ ローチと して人間的 情報 処理 ・デ ータ処理 プ ログラムを対応 させ る こ
とがで きると主張 して いる。 したが って組織変 革 と情報 システムの考察は 前記
の プ ロセスが相 互に関連 した ものを分析 し,設 計のため の フ レーム ワー クを確
立す ることに なる と し,『 現代の激 変する環境に適応す る組 織体 の確 立』 に 闘
す る研究を この章 で特に論述 してい る。
既にふれ てい るが 『組織 の概念』か ら,組 織変革 の本 質は静態的な 意味での
Orgamzationと 動 的なSystemと が一体化す る プロセスの なかに人 間自身が
あ ると してい る。組織 機構 のなか で個人 と,経 営者 をつ な く情 報 システ ムであ
り経 営者 と個人 との関係が マ ネジ メ ン ト・コン トロール であ ると し人 間の重要
性 を強調 している。 情報化社 会におけ る情報 と コミュニ ケー シ ョンは非 常に重
要な ことが らで社 会的機能 とな ってい る。 また企業組織 を対 象 とす る情報 シス
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テ ムを考 察す る必 要性がで てきた。 この間題は組織 変革 とマ ネジ メ ン ト・イン
フ ォメーシ ョン ・シス テム(MIS)の 系統 的研 究 と して再認識 され るよ うにな
った。結 局,本 章では組織化 とシス テム化 の適 応 プ ロセスに関す る考察 である
とい うことが で きる。この過程 でMIS機 能が 出現 して くるとい うこ とであ る。
第20章 はMISの 実現 に関す る論述 であ る。この章 で著者 は今 後探求 しなけ
れ ばな らないのは現実 のなかにい る監督 の立場 で特殊な理論 と,方 法論,さ ら
に特殊 な情報 と意思決定 を扱わ ねばな らない としてい る。実 際には効果的 な意
思決 定を もた らした プ ロセスであ ることを強調 し,意 思決定 とは,そ の意思決
定 をサ ポ ー トした諸 々の方法論,分 析技術 その ものに他 な らない と してい る。
MISの 効果的運営 は 意思決定 をサ ポー トす る シス テムに よっては じめて実現
す る としてい る。 したが ってその サポ ー ト ・システ ムは どの よ うな内容か,と
い う点を詳 論 してい る。 まず 第1段 階 でMIS実 現 の再検討 を論 じ,基 本 的な
姿 勢 と して,現 場 に密着 した,地 道な積上 げ方式 の問題解決 り方法を求 めた。
したが ってMISは 企業組織 のなかで独立 した,あ るいは相 互に関連す る最 も
下 位 レベルの問題1つ1つ のを解決す るのに,当 該 意思決定老の具体 的な手段
とな るよ うなサ ポー ト・システ ムが必要 であ ると した。 したが って解決す るた
めの実 際的な手段 を提 供す るシステムをDSS(DecisonSupportSystem)と
呼び,M.S.S.モ ー トンの所説 を考慮 し論 じてい る。
次 にDSSの 具体化,実 現化 に関 し,そ の前提 は コン ピュータの必要 性 と,
コンピュータ ・ベースの情報 システ ムの本質 とその重要性を認 識す ること及び
人 間の問題解決 の思考過程を認識 し,そ の必要時 におけ る意思決 定に対す る基
礎的資料 や方式 を提供す ることの で きるシステ ムであ らねぽ な らない と し,そ
のた めには具体 的に ど うすべ きか につ いて詳細 に述べて いるので 『DSSの 方
向性』 の節を 良 く読む こ とである。
,次に具体的 なDSSの 実現のため の設計は ど うすべ きか とい うことにな り・
実 質的には デー タ ・ベ ースを持つ 情報 システ ムの 高度利 用の一形 体であ るの で
"データ ・.ベ ース志 向の シス テム開発"が 必要 と考え,A・M・ マ コシ ュとM・
S.Sモ ー トンのDSSの1つ の設計 プ ロセス としての フ レーム ワークをあげ
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てい る。 情報 システ ムの フ レームワー ク(図20-1)を 参照 されたい。この フレ
ーム ワークはH .A.サ イ モ ンの構造 的 と非構造 的 とい う用 語 と思考,更 にR.
N.ア ンソニーの管理者 の組 織活動 において計画策定 とコ ン トロールの 視点 が
大 切 であ ると し,経 営活 動を戦略 的計画,マ ネジ メン ト・コソ トロール,オ ペ
レーシ ョナル ・コン トロール の3つ に分類 してい るので,そ れ らの志 向を と り
入 れ ている。 この フ レーム ワー クの もとで 『情報 シス テムとは組織 の計画策定
と コン トロールの システムをサ ポ ー トす るため に存在 す る』 とな し,従 来 の
MISで は,こ の ことが忘れ られ ていた とモー トンは指摘 してい る とし,意 思
決 定の プ ロセスをサ ポ ー トす るた めには,構 造的 な問題解 決 のための情報 シス
テ ム として分析 図が あげ られ てい る(図20-2)。 しか しDSSの 観点 は意思決
定 の プ ロセスが重要 なので,決 定 シス テムの フレーム ワークが必要 とな る(図
20-3参 照)。 更 にモ ー トンの所説 か ら設計 に関 し次の よ うな引用を している。
(1)決 定 プ ロセスをその ままに して,イ ンプ ッ ト情報 の質を改善す る。
(2)同 一 のイ ンプ ッ ト情 報を用 いて,決 定 プ 戸セスを変 え ること。
な どをあげ,更 にDSSの 構成 要素 として5つ の要素 をあげてい る。 それは
(1)意 思 決定者(管 理 者)
(2)コ ミュニケーシ コン装 置
(3)モ デル
(4)コ ンピュータ
(5)デ ータ ・ベ ース(生 デ ータ)
本章 におい て著者 はMISの 実現の 方向性 と してDSSと し,基 礎 的な問題 意
識 を明確に把握 した と してい る。
以上 が本 書に おけ る各章 の要細 であ るが,限 られた紙面 におけ る書評 を どの
よ うにす べ きか を最初 大いに考 えた末に まず第1に 著者が 各章 で述べ んと して
い る内容を忠実 に把握 し,紹 介す ること,第2に 著老が強 調 し,力 説 したい内
容にっ いてふれ,第3に 本書 を通 じて著者が なにをいわん としたか につ いて,
第4に 若干の私 の意 見を述べ させ て も らうこ とに した。
そ こで第1の 点 と第2の 点 につい ては各章 でふれて いるが,第7章 のマ ネジ
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メン トと情報システムと第8章 の経営意思決定の過程についての2章 から著者
が考えている多 くの意義を読取ることができることと,第19章 の組織変革と情
報 システムのなかで著者が強調 していることが らや第20章 で述べているMIS
の実現を求めての2章 は本書の結論であると見ることができる。
最後に本書に関する私見を述べると,現 代社会…特に現代の情報化社会にお
ける企業の経営活動は複雑な社会機構や経済的環境のなかで極めて困難な問題
が多 く存在 している。この局面にたたされた経営者はそれ らを乗 り越えるべ き
企業組織を構築 しなければならない。 この問題に取 り組んだのが本書の第1の
部分であると思 う。第2は 経営者の意思決定が非常に難 くなっている。それは
不確実性の問題であるが,そ れを現代の情報化社会の存在 とコンピュータの限
りない発展 と管理科学の研究などによって新 しい情報 システムの構築をもた ら
した。企業組織や経営管理に高度な情報 システムを有機的に結合させ る構想は
MISの 基本的論理構造であるが,従 来,抽 象的で具体的なシステム化が欠除
していた。それは抽象的な理論に よって経営管理情報 システムが構築 されてい
たか らで,こ のような結果 しか得 られなか ったとい うことであった。 しか し具
体的な意思決定の個々のプロセスが非常に重要な ことである。この意味で第20
章でMISの 具体的なものとしてDSSを あげ,従 来のMISに 関する批判を
排 し,ア プリケーショ,ンとしてDSSを 主張 した著者に対し敬意を表 したい。
広いフレームワークか ら統合的に各部分にふれ,企 業組織 と情報システムにつ
いてMISを 志向しながら具体的なシステム化を論述 した研究書として高い評
価を受けることを確信する次第である。
